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文字コードからの考察書誌情報とデータ化
一
渡部晋太郎
(y852219@jm.kansai-u.ac.jp)
｢本タイトルは、言葉づかい、語順、つづり字
を正確に転記する」 (AACR2 1． 1B
1．）
1 ．はじめに
大学図書館、公共図書館を問わず、図書館目録は、
カード目録からOPAC(Online PublicAccess
Catalog)へと確実に移行しつつある。これはコン
ピュータの急速な普及、情報化の進展ｶ：もたらした
ものであるが、 この流れは今後激しくなることはあ
っても緩くなることはないであろう。だが、 この流
れが逆らえないものであることを認めるにしても、
その移行の道程は、特に大規模な大学図書館におい
ては決して平坦なものではない。その困難である所
以を、特に文字コードの視点から以下考察してみる
ことにしてみたい。
即ち、キリル文字やアラビア語、へプライ語で書
かれた書物の場合、 OCLCJfUtlasなどの書誌ユ
ーティリティでは通常1バイト系の文字コードを利
用しているため、 これらの文字を取り扱うことがで
きないのである。仮にこれらの文字を取り扱うこと
ができたとしても、アラビア語やへプライ語のよう
に右から左へと記述する言語では、MARCデータ
上でアクセス・ポイントをどのようにデータ化して
いくかという課題力罫生じる。 このように、カード目
録ではタイプライターのホイールをキリル文字に換
えたり、手書きしたりすることで対処することので
きた目録作成も、一旦データ化しようとすると極め
て大きな困難に直面することとなる。それは、 コン
ピュータで取り扱うためのデータ化の前提となる文
字コードカ罫、洋書で取り扱う言語の全ての文字をサ
ポートしていないためである。USMARC(LC
MARC)やUKMARC等、現在最も代表的な洋書
のMARCデータは、 1バイト系の文字コードによ
って構成されているが、 この文字コードはいわゆる
ASCIIと呼ばれているものである。 しかし、通常
ASCIIと呼ばれる文字セットは7ビットで表現され
る128文字であり、その内、テキストとして表示カゴ
可能な文字は空白文字や制御コードを除いた、 ロー
マ字小文字・ローマ字大文字・数字・記号等の94文
字しかない。従って、 ドイツ語のウムラウトやフラ
ンス語のアクサン等の音標符号（ダイアクリティッ
ク）の付いた文字はこの7ビットASCIIでは表現す
ることができず、そのためこのASCII文字セットを
基本セットとして、音標符号の付いた文字を追加し
た8ビット表現の拡張ASCIIを使用したり、あるい
は音標符号そのものに独立のコードを割り当てたり
して洋書のMARCデータは作成されている。 しか
しそれでもなお、キリル文字、ギリシア文字等は表
現することができないので、学術情報システムのよ
2． 目録規則とMARCデータ
OPACが出現する以前の図書館の最も一般的な
検索ツールはカード目録である。このカード目録は
今なお多くの図書館において利用されているが、 こ
こで検索の機能だけを取り上げると、OPACは書
名検索・著者検索などのカード目録の検索機能を包
含したより多機能な検索を可能にしている。従って、
もしカード情報を完全にデータ化することができる
のならば、理論的には全ての書誌情報をカード目録
からOPACへと置き換えることは決して不可能で
はないことになる。では、果たしてカード目録に記
載されている書誌情報を完全にデータ化することは
可能なのだろうか。
（1）洋書の場合
洋書のカード目録を作成する際、最もよく利用さ
れる目録規則の一つとして『英米目録規則』がある。
現在、最新のエディションは第2版であり、 1988年
にその版の小改訂ｶ罫行われている。 この『英米目録
規則』はカード目録以外の印刷媒体の書誌やOPA
CのためのMARCデータにも適用され得るもので、
はあるが、次のような条項はカード目録では実現で
きても、MARCデータでは実現できないケースカざ
生じると考えられる。
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いうように構成されている。そして、 この内の第1
群第1面が基本多言語面(BasicMultilingual
Plane:BMP) と呼ばれており、Unicodeのコー
ド体系がこれに当てられた訳である。従って、現在
のところUnicodeとUCS-2とBMPとは等価で
あるという関係力ざ成り立っている。
このUnicodeで､あるところのBMPの文字セット
は、世界各国が利用している標準文字セットを全て
取り込んだものであり、拡張ASCIIで規定されてい
たヨーロッパ各国語の文字をサポートしているだけ
でなく、ギリシャ語、 ロシア語、へプライ語、アラ
ビア語の文字種も包含している。その他にも、デー
ヴァナーガリー、ベンガル、グルムキー、グジャラ
ーティ、オリヤー、 夕ミル、テルグ、カンナダ、マ
ラヤーヤム、タイ、 ラオ、グルジア、ハングル、ひ
ら力罫な、カタカナ、漢字等に加えて、罫線文字や囲
み付きの英数字等も含まれている。
さて、 このUnicodeを使って書誌データを作成す
ることを考えてみると、 ヨーロッパ各国の文字をサ
ポートしているUnicodeは、洋書のMARC作成に
とって理想的な文字コードと言えるかもしれない。
しかし、問題は和書を含む漢字を使用する文化圏の
図書のMARC作成である。Unicodeは各国の標準
文字セットをサポートしているとはいっても、元々
何万字もある漢字の全てをサポート出来ている訳で
はない。それだけではなく、Unicodeにおける漢字
の定義の仕方は、次に述べるように極めて問題の多
いものなのである。
Unicodeは世界各国が利用している標準文字セッ
トを取り込んだものであるから、当然のことながら、
漢字についても中華人民共和国、台湾（中華民国)、
日本、韓国のそれぞれの規格の文字セットをそのソ
ースとしている。ただ、各国の規格の文字セットを
ソースとしているとは言っても、元の規格にある漢
字のそれぞれに別のコードを割り当てている訳では
ないのである。即ち、それぞれの国の漢字で形が同
じものは同じコードに割り当てて漢字の統合（ユニ
フィケーション） を行っているのである。このUni-
codeにおいて統合が行われた漢字がCJK統合漢
字というもので、中華人民共和国、台湾（中華民
国)、 日本、韓国で使われている漢字を一つにまと
めたUnicode用の文字セットである。このようにし
てUnicodeでは、全体として漢字を20,902字に抑え、
必要とされるコード割り当ての数を最小限とすべく、
漢字の統合を行ったのである。
そのままに名称だけがJISXO208-1983と改められ、
1990年に二度目の改訂が施されてJISXO208-1990
となった。
さて、 JISXO208-1993 (JISC6226-1983)か
らJISXO208-1990への改訂に際しての変更はごく
僅かで、字形の微妙な変更を除けば、基本的には
JIS第二水準漢字の末尾に2つの漢字が付け加えら
れただけである。問題は、寧ろJISC6226-1978か
らJISXO208-1993 (JISC6226-1983)への変更
であり、その影響は現在にまで及んでいる。問題を
生み出した変更の第一は、 「堯槇遙塔」の4文字に
ついての処置で、 JISC6226-1978のコードの字形
が簡略化され、正字体がJIS第二水準の後ろのコー
ドに新たに追加された。第二に、 22組の略字体と正
字体について、 コード位置が入れ換えられた。第3
に鴎ｶ罰鴎のように、約250字に渡って字体が簡略化
された。 これらの変更の結果、 JISC6226-1978で
作られたデータカ罫JISXO208-1993 (JISC6226-
1983）で動くう。リンターやマシンでは正しく表示さ
れない事態が生じたのである。
3． Unicodeの可能性とその限界
洋書にしても和書にしても、 目録記述を完全な形
でデータ化するには程遠いことは前述した通りであ
る。そしてその根本的な原因は、 コンピュータで取
り扱うことの出来る文字が、特に多言語処理という
観点からすると、大きく制約されていることにあっ
た。そこで、 この文字の制約を緩和しようという動
きがコンピュータの世界では生じてきており、その
一つとして近年注目を浴びてきているのがUnicode
である。
Unicodeとは、 Unicodeコンソーシアム力ざ制定
した16ビット系の万国統一文字コードである。その
最初の版であるバージョン1.0は1990年12月に発表
された。その後、同コンソーシアムはそれに小改訂
を施してバージョン1.1を発表。これが基となって、
国際規格であるISO/IEC 10646-1993ｶぎ作られる
こととなった。
少し詳しく説明すると、 ISO/IEC 10646-1993
とはUnicodeからするとその上位セットに当るもの
である。即ち、Unicodeは1文字16ビット固定であ
るのに対して、 ISO/IEC 10646-1993はl文字16
ビットのUCS-2と1文字32ビットのUCS-4
の2つのエンコード方式力ざあり、その全体は、 256
×256＝65536文字の面を256待つ1群が128集まると
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のである。例えば、中華人民共和国の出版物はGB
2312-80で、台湾（中華民国）の出版物はBig5で、
あるいは、韓国の出版物はKSC5601-1992で作成
するといったようにである。そして、OPAC等のト
ランザクションに当るデータはUnicodeなりEUCな
りへコンバートして作成して、制約された環境の中
で最大限のサービスを提供する。 コンピュータとい
う革新の激しい世界にあっては、 こうしたデータ化
のあり方こそが最も正統的な方法なのであり、チェ
スタトンの言う 「正統は、いわば荒れ狂って疾走す
る馬を御す人の平衡」を実現するにふさわしいもの
なのではないだろうか。
ンザクションの方へも波及せずにはいられないから
である。そこでマスタデータの管理・保存がそのコ
ンピュータシステムの価値を左右する大きなファク
ターとして浮上することとなる。
コンピュータは今後とも発達し、 ソフトウェアや
システムもそれに応じて改新し続けることになろう。
しかし、 ことデータに関しては、システムの改変に
合わせて一から作り直すといったことは余程のこと
がない限り想定することができず、先ず何よりもそ
の継承性が優先されなければならない。そのように
して初めて、そのシステムは未来をも視野に入れた
ものとして通時的な評価に耐えることが可能となる。
ここで、その一例として音楽用CD(コンパクト
・ディスク） を取り上げてみることにしてみよう。
現在、音楽用CDはサンプリング周波数は44.1kHz、
再生帯域は20kHz、量子化ビット数は16ビットとい
うフォーマットで作られている。 しかし、 このフォ
ーマットは原音の再生という観点からすると決して
十分なものではなく、その限界を乗り越えるフォー
マットが模索きれているのが現状である。恐らくそ
の最も有力な候補はDVDオーディオということに
なるだろうカゴ、 しかしそれが一般に普及する以前に、
既に録音技術そのものは、DSD録音やXRCD等、
現行CDのフォーマットを越えるものが確立されて
いる。即ち、マスタデータには現在の再生技術に拘
束されることなく、次世代をも視野に入れて、 20E
ット、 24ビット等、 より質の高い状態で保存してお
き、それをCD化する時には16ビットにコンバート
して作成するのである。このようにしておけば、次
世代CD"]登場した時にもそのフォーマ､ソトにすぐ・
ざま対応することが可能となる訳である。
書誌情報のデータ化も恐らく同じ様にしてデータ
化するのが理想であると言えるであろう。即ち、書
誌情報のマスタデータを様々な問題を抱えるUni-
codeでいきなり作成するのではなく、それぞれの
国の図書はその図書にふさわしいコードで作成する
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